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１．はじめに 

 せん断補強鉄筋を面部材（床版）のスターラップに用

いる場合には、正鉄筋または負鉄筋を取り囲み，その端

部を圧縮側のコンクリートに定着しなければならな

い．また端部の定着はフックを設ける必要があるが，フ

ック形状は標準フックとして定められている 1)．一方，

軸方向鉄筋または配力筋と閉合型のせん断補強鉄筋の

配置を考慮した鉄筋の組立ては，組立順序を綿密に計

画する必要があり，施工ができない場合がある．そこで

本検討では，軸方向鉄筋の組立て後に施工可能なせん

断補強鉄筋の形状とした場合の定着性状やせん断耐力

に及ぼす影響を実験により検討した． 

２．実験概要 

実験に用いたせん断補強鉄筋の形状を図 1に示す．本実験にお

いては，せん断破壊が曲げ破壊に先行して生じやすいように軸方

向鉄筋の量や降伏強度を設定した．せん断補強鉄筋の形状は，閉

合型かつ余長が 6（≒80mm）である Case1 と，一本型かつフッ

ク形状は余長 0mm の半円形フックである Case2 の 2 ケースとし

た．供試体寸法は，長さ 2750mm，幅 600mm，高さ 350mm とし

た．使用材料の材料試験結果を表 1に示す．載荷方法は，載荷点

および支持点は各二点とし，単純支持条件下で一方向単調載荷と

した．せん断スパンは 700mm，せん断スパン比は 2.5 とし，等曲

げ区間および支点から試験体端部までの定着のための区間を設

けた．なお，本実験では，片側のせん断スパンにおいてせん断補

強鉄筋を 2 倍程度配置するとともに，逆側のせん断スパンでせん

断補強鉄筋ひずみ等を重点的に計測した．  

３．実験結果 

図 2 に，せん断力とたわみの関係を示す．Case1 と Case2 で

は，400kN 程度までの剛性に相違ないことを確認した．表 2 に

実験の最大せん断力とせん断耐力式 2), 3)との比較を示す．最大せ

ん断耐力は Case1 に比べ Case2 は 1 割程小さい結果となった．

Case2 は，せん断補強鉄筋を密に配置した側のせん断スパンにお

いて斜めひび割れが開口し，せん断力が急激に低下したため実

験を終了した．表 2 に示すように，いずれの供試体もせん断耐

力 Vy_cal は左右のせん断スパンで 150kN 程度の差があるのに対

し，せん断圧縮破壊耐力 Vd_cal では左右で 50kN 程度の差であ

    （ａ）Case1           （ｂ）Case2 

  図 1 せん断補強鉄筋の形状（単位：mm） 

図 2 せん断力とたわみの関係 

表 1 材料試験結果 
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る．また，棒部材のせん断耐力は Vy_cal と Vd_cal の大きい方とすることで算定できる知見もあることから 3),4)，

実験のばらつき等が起因して Case2 では右側せん断スパンで破壊が生じたと推察される．  

図 3に，Case2 に対し，載荷実験後にかぶりをはつった状況を示す．上面および下面のいずれも端部のフッ

クでの抜出し等は観察されなかった．図 4に観測面のひび割れ図に，ひずみゲージ位置を重ねた図を，図 5に

大きなひずみが計測されたせん断スパン中央部付近におけるせん断力とせん断補強鉄筋のひずみの関係を示

す．Case2 のせん断補強鉄筋のひずみは，斜めひび割れが交差する箇所付近で相応に発生し，Case1 と比較し

てひずみが小さいといった状況は見られず，せん断力を負担していたと考えられる． 

４．まとめ 

 一本型のせん断補強鉄筋で余長がゼロである半円形フックとした供試体は，せん断力の増加に応じてせん

断補強鉄筋のひずみは大きくなり，せん断力を負担していることがわかった．また，実験後のせん断補強鉄筋

の抜出し等は生じていないことを確認した． 
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 図 3 載荷実験後の定着状況（Case2） 

図 4 ひび割れ図（最大せん断力時）（単位：mm） 

Case1 Case2 

表 2 せん断耐力の実験値と計算値一覧 

図 5 せん断スパン中央部付近におけるせん断力とせん断補強鉄筋のひずみの関係 
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